
 

 

 

 

今回の訪問では、ちょうど節分の時期であったため春が待ち遠しく思いました。 

 

 

 

 

 

  

今日も訪問へ行く！ 



 

2月 3日の節分とは、季節を分けるという意味で立春（2月 4日）の前日をさします。 

「鬼は外、福は内」と豆（炒った大豆）をまいて、邪気を祓った後に、年齢の数だけ豆を食べて、1年間

の幸せを祈ると言われています。  

これは、米と同じエネルギー源で霊力を持つとされる豆をまくことで、病や災いを祓い、更にその豆を食

べることで力をいただけると考えられたからです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

訪問看護ステーション野の花は、節分の豆のごとくより一層の質の向上を目指して、学び・わかちあい・

讃えあい、看護とリハビリテーションを提供してまいりますので宜しくお願いいたします。 

 

 

 

🌸訪問看護ステーション野の花 所長：丸山節子🌸 


